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公益財団法人愛媛県視覚障害者協会 

令和４年度事業報告書 

（自令和４年４月１日 至令和５年３月 31 日） 

 

【事業報告】 

第１ 視覚障がい者の自立更生と社会参加を支援する事業 

１ 視覚障がい者生活訓練事業(受託) 

（１）在宅視覚障がい者の点字指導 

受講者：２名 

担当：瀧本 育子愛媛県視覚障がい者専門指導員(以下指導員) 

（２）在宅視覚障がい者の歩行訓練 

受講者：15 名 

担当：篠原 ふみ子 指導員、瀧本 育子 指導員 

（３）中途視覚障がい者の歩行訓練 

期日：７月７日(水)～８日(木) 

場所：愛媛県視聴覚福祉センター(以下センター)、友輪荘

(宿泊) 

参加者：受講生３名、講師２名、本協会役員３名、指導員２

名、事務員１名 

内容：白杖の供与、歩行訓練など 

（４）視覚障がい者家庭生活訓練 

受講者：５名 

担当：篠原 ふみ子 指導員、瀧本 育子 指導員 

（５）視覚障がい専門リーダー研修会 

期日：５月８日(日) 

場所：センター多目的ホール 

出席者：26 名 

内容：本協会の今後の課題について 
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２ 障がい者パソコンボランティア養成・派遣事業(受託) 

（１）障がい者パソコンボランティア派遣事業 

登録者数：38 名 

利用者数：30 名(延べ人数) 

（２）視覚障がい者のパソコンに関する相談等への対応 

相談件数：９件 

（３）パソボラフォローアップ講習会 

期日：10 月 23 日(日) 

場所：センター 多目的ホール 

出席者：16 名 

内容：１対１の対面式による Zoom の基本操作の練習指導方法

を学ぶ。 

 

３ 視覚障がい者専門指導事業(受託) 

（１）視覚障がい者に対する相談事業を行った。 

（２）指導員啓発用チラシを配布した。 

 

４ 視覚障がい者の補装具・日常生活用具の紹介、斡旋及び活用の

支援事業 

（１）視覚障がい者からの相談に応じて、補装具・日常生活用具の情

報を提供し、障がいの状況など使用者に適した用具を斡旋し

た。 

（２）視覚障がい者への給付対象になっている補装具や日常生活用

具を県内 20 市町に紹介し、市町からの斡旋・注文を取り扱っ

た。 

（３）視覚障がい者からの購入の希望に応じて、その公費支給申請の

サポート、注文、取次及び操作方法の支援を行った。 

 

５ 視覚障がい者社会参加推進事業 
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（１）福祉大会・研修会及び啓発事業 

ア 第 73 回愛媛県視覚障がい者福祉大会 

期日：６月 26 日(日) 

場所：松山市総合福祉センター大会議室 

出席者：132 名（来賓・講師・受彰者・付添含む） 

内容：会長表彰、竹内 昌彦 先生の講演、宣言案・決議案の採

択など 

 

イ 令和４年度地域視覚障がい者福祉研修会 

期日：９月４日(日) 

場所：宇和島市学習交流センター「パフィオうわじま」 

出席者：約 80 名（付添含む） 

内容：講演２題、パネルディスカッションなど 

 

ウ 愛媛県視覚障がい女性研修会 

期日：６月５日(日) 

場所：センター多目的ホール 

出席者：44 名（付添含む） 

内容：楠本 会長の講演、女性部会など 

 

エ 更生懇談会 

第１回 

期日：６月 26 日(日) 

場所：センター和室 

出席者：８名(理事５名、監事１名、指導員２名) 

内容：中途視覚障がい者宿泊歩行訓練への対応など 

 

第２回 

期日：11 月 13 日(日) 
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場所：愛媛県男女共同参画センター多目的ホール 

出席者：12 名(理事６名、監事１名、指導員３名、事務員２名) 

内容：来年度の宿泊歩行訓練の日程変更について、家庭生活 

訓練の実施状況報告など 

 

オ 視覚障がい者福祉に関する調査研究広報事業 

（ア）ホームページ及びメーリングリストによる情報提供を行っ

た。 

（イ）機関誌等の編集発行 

・情報誌「声の視覚障がい者福祉」を発行した。 

・メールマガジン「愛ｅｙｅメール」を毎月配信した。 

・会報「全員通信」を３回配布した(５月 26 日、10 月６日、12

月５日) 

・女性部機関紙「ともしび第 57 号」を発行した(11 月 18 日) 

・日視連女性協会報「あかね」を配布した。 

（ウ）視覚障がい者関係の各種調査研究及び活動の実践 

・視覚障がい者関係の調査に協力した。 

・愛媛県視聴覚福祉センターの諸行事に協力した。 

・盲導犬利用の促進に努めた。 

・アイバンク等社会福祉活動に協力した。 

（エ）厚生部による「視覚障害がい者ふれあいのへや」を開催し

た(９月を除く毎月第３金曜日) 

  

（２）文化・スポーツ等の振興事業 

ア 文化の振興事業 

（ア）第 71 回愛媛県視覚障がい者文化祭 

期日：11 月 13 日(日) 

場所：愛媛県男女共同参画センター多目的ホール 

出席者：101 名（付添含む） 
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内容：坂村真民記念館館長による講演、文芸作品選評など 

（イ）第 28 回愛媛県視聴覚福祉センター文化祭に協力した。 

期日：11 月 23 日(水) 

内容：本協会からはコーラス・楽器演奏など 

（ウ）第１回社会教養教室 

期日：10 月 23 日(日) 

場所：センター多目的ホール 

出席者：受講者 10 名 

内容：第１部「パソコンとスマホを使っての初心者のための

Zoom 教室」 

第２部「iPhone と iPad を使っての経験者の Zoom 教

室」 

（エ）第２回社会教養教室 

期日：11 月６日(日) 

場所：センター多目的ホール 

出席者：19 名 

内容：システムギアビジョン協力の下、６機種の拡大読書器

の体験会 

 

イ スポーツの振興事業 

（ア）第 22 回全国障がい者スポーツ大会グランドソフトボール 

競技四国ブロック予選兼令和４年度四国大会 

期日：５月 14 日(土)～15 日(日) 

場所：高知県立障がい者スポーツセンター 

※本県はコロナにより出場辞退（運営スタッフとして協力） 

（イ）令和４年度愛媛県パラスポ記録会 

期日：５月 22 日(日) 

場所：愛媛県総合運動公園(ニンジニアスタジアム他) 

参加者：238 名(本協会から 12 名参加) 
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（ウ）第 16 回四国地区サウンドテーブルテニス大会 

※コロナにより中止 

（エ）第 22 回全国障害者スポーツ大会(いちご一会とちぎ大会) 

期日：10 月 29 日(土)～31 日(月) 

場所：栃木県宇都宮市ほか 

参加者：5,640 名 

成績：本協会から３名、計５個のメダル獲得 

（オ）令和４年度愛媛県サウンドテーブルテニス大会 

期日：12 月４日(日) 

場所：愛媛県身体障がい者福祉センター体育館 

参加者：40 名(選手 14 名) 

 

（３）関係諸団体との連絡、調整及び協議に関する事業 

ア 第 75 回全国視覚障がい者福祉大会(名古屋大会) 

期日：５月 31 日(月)～６月１日(火) 

場所：愛知県名古屋市 

出席者：オンライン参加者を含め約 1,000 名(本協会から楠本 

会長 出席) 

内容：シンポジウム、式典、議事など 

（ア）バリアフリー分科会 

期日：４月 12 日(火) 

出席者：田坂 隆恒 副会長 

（イ）職業分科会 

期日：４月 14 日(木) 

出席者：野瀬 毅 理事 

（ウ）生活分科会 

期日：４月 15 日(金) 

出席者：楠本 光男 会長 
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イ 第 68 回全国視覚障がい女性研修大会(福島大会) 

期日：８月 31 日(水) 

場所：福島県福島市、オンライン(Zoom) 

出席者：65 名(本協会から白戸 美由紀 女性部長出席) 

内容：全国代表者会議、研修大会など 

 

ウ 令和４年度日視連四国ブロック協議会・研修会 

期日：令和５年２月４日(土)・５日(日)  

場所：センター多目的ホール 

出席者：70 名(本協会から 42 名出席) 

内容：日視連 竹下 義樹 会長と伊予市 藤岡 健次 氏の講演

２題、各県提出議題の協議など 

 

エ 第 41 回障がい者福祉推進愛媛県大会 

期日：12 月 10 日(土) 

場所：松前町総合文化センター広域学習ホール 

出席者：240 名(本協会から 35 名) 

内容：式典、講演、議事など 

 

オ 第 70 回愛媛県社会福祉大会 

期日：10 月 31 日(月) 

場所：愛媛県民文化会館 

出席者：本協会から楠本 光男 会長出席 

 

カ 日視連関連各種会議 

・定時理事会：楠本 光男 日視連理事 

期日：４月 27 日(水)・６月９日(木)・７月 28 日(木)・12 月

12 日(月)・令和５年３月 22 日(水) 

場所：オンライン(Zoom) 
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・全国団体長会議：楠本 光男 会長 

期日：５月 31 日(火)・10 月７日(金)・令和５年２月 15 日(水) 

場所：オンライン(Zoom) 

・女性部全国委員会：白戸 美由紀 日視連女性部委員 

期日：令和５年３月９日(木)・10 日(金) 

場所：日本視覚障害者センター研修室ほか 

・弱視部委員総会：白戸 美由紀 弱視部委員 

期日：８月６日(土) 

場所：オンライン(Zoom) 

・弱視部意見交換会：白戸 美由紀 弱視部委員 

期日：10 月 27 日(木)・令和５年２月 18 日(土) 

場所：オンライン(Zoom) 

・あはき協議会代議員会：楠本 光男 会長 

期日：７月２日(土) 

場所：オンライン(Zoom) 

 

キ 県内関連 

・愛媛県障がい者社会参加推進協議会役員会：田坂 隆恒 副会長 

期日：６月９日(木) 

・愛媛県障がい者連絡協議会役員会： 

期日：第１回６月９日(木)、田坂 隆恒 副会長出席 

第２回９月 16 日(金)、楠本 光男 会長出席 

・愛媛県障がい者スポーツ協会定期総会：楠本 光男 会長 

期日：６月 17 日(金) 

 

第２ 法人管理その他 

１ 各種会議 

（１）評議員会 

ア 定時評議員会 
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期日：５月８日(日) 

場所：センター多目的ホール 

出席者：評議員 10 名、理事７名、監事２名 

議題：令和３年度事業及び決算報告など 

 

（２）理事会 

ア 第１回定時理事会 

期日：４月 24 日(日) 

場所：センター会議室 

出席者：理事７名、監事２名 

議題：令和３年度事業及び決算報告など 

 

イ 第２回定時理事会 

期日：７月 10 日(日) 

場所：センター会議室 

出席者：理事６名、監事２名、事務員２名 

議題：福祉大会の総括、将来ビジョン検討委員会設置など 

 

ウ 第３回定時理事会 

期日：９月 11 日(日) 

場所：本協会事務所＋オンライン(Zoom) 

出席者：理事７名、監事２名、事務員２名 

議題：文化祭について、第２回全員通信についてなど 

 

エ 第４回定時理事会 

期日：12 月 11 日(日) 

場所：道後友輪荘第１会議室 

出席者：理事７名、監事２名、事務員 

議題：文化祭の総括、四ブロへの対応など 
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オ 第５回定時理事会 

期日：令和５年２月 26 日(日) 

場所：センターボランティアルーム 

出席者：理事６名、監事２名、事務員２名 

議題：令和５年度事業計画書及び収支予算書の審議など 

 

（３）監査会  

ア 第１回監査会 

期日：４月 21 日(木) 

場所：センターボランティアルーム 

出席者：監事２名、理事４名、前事務員、門田 省二 税理士 

内容：令和３年度事業及び決算に関する監査 

 

イ 第２回監査会 

期日：10 月 20 日(木) 

場所：センターボランティアルーム 

出席者：監事２名、理事４名、事務員１名、門田 省二 税理士 

内容：令和４年度上半期の事業及び決算に関する監査、法人

会計についての質疑応答 

 

（４）四国ブロック女性部長会議 

期日：４月 30 日(土)・11 月 29 日(火) 

場所：電話会議 

 

（５）女性部長会議 

期日：11 月 14 日(月) 

場所：電話会議 
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【事業報告の附属明細書】 

１．新型コロナウイルス感染対策を取りながら、福祉大会・文化祭等、

主な行事を会場開催することができた。 

 

２．「愛媛県視覚障がい者将来ビジョン検討委員会」を設置し、６名

に委員を委嘱した。そして８月４日(木)・９月 15 日(木)に委員会

を開催し、本協会が抱える諸問題について討議し理事会に提言し

た。これを受けて理事会は提言を精査した結果、以下について決定

し実行することとした。 

 

(1)令和６年度から会費を 3,000 円に引き上げる（正式決定は令和５

年度第２回定時理事会で） 

 

(2)各方面に対し、広く寄付金を募集する（寄付金募集用パンフレッ

トを作成した） 

 

(3)本協会に入会を勧めるためのパンフレットを作成した。 

※将来ビジョン検討委員(敬称略)：門田 省二(税理士)、 

金村 厚司、河野 貞之、篠原 ふみ子、野瀬 毅、益田 久美子

(前事務員) 

 

３．会議に関する事項 

定時評議員会をコロナ対策を取りながら対面で開催した。また、５

回の理事会を開催した。 

※理事会の開催日、議事等の詳細は事業報告書及び議事録に掲載

している。 

 

４．会員に関する事項 

令和４年度の会費納入者は１名増の 333 名だったが、会員の減少
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傾向に歯止めがかかったとは言えない。 

 

５．什器備品に関する事項 

・貸借対照表及び財産目録における「その他固定資産」として点字プ

リンターとパソコンをそれぞれ１円ずつ計上している。 

 

・平成 29 年 12 月 19 日、JDL 会計ソフト及びパソコンを購入した。

購入価格は 773,604 円(会計ソフト 543,510 円、パソコン 230,094

円)。同年 12 月から定額法により減価償却している。減価償却の

割合は、公益目的事業会計２、法人会計１である。 

減価償却の内訳：初年度 51,574 円 

２年度～５年度 154,721 円 

最終年度 103,145 円 


